
川 の 詩 

作詞 / 作曲 智 

 
君の心に 息づいてる 
強く確かな ぬくもりは 
幼い頃 母の手をにぎり 

光る小石を 見つけた喜び 
 

サララ サララ 流れていくよ 
春の日差しを あびながら 
川 それは 母のように 
全て笑顔で抱きしめて 
いつまでも 幸せにと 
流れ続けているよ 

 
夏の陽射しに少年は 

一人旅に出る 釣りざおを手に 
風にゆれる 川岸の緑 

両手いっぱいの 四つ葉のクローバー 
 

サララ サララ 流れていくよ 
夏の光に 輝いて 
川 それは 真実 

澄んだ瞳のまま 駆けだした 
青い空 つき抜ける思い 

映しだしながら 
 

青いポップラの樹の下で 
友と語りあった 未来の夢 
夕焼けの空 見上げながら 
心ひとつに 紅く染まる 

 
サララ サララ 流れていくよ 
人のぬくもり 感じながら 
川 それは 時を超えて 
苦しい時も 楽しい時も 

永遠に誓い たゆまずに征け 
川の流れのように 自分を信じて 


